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【講義１】はじめての古典籍 付）書誌用語概説
神作 研一
か ん さ く
一、はじめに
古典籍とは何か―。
この講義では、古典籍を扱う際の「総論」として、「古典籍」なる術語（テクニカ
ルターム）の確認、書誌学という学問領域、写本と刊本の特徴、目録のあり方、書
誌記述の方法、書誌著録の際の工具書（主要参考文献）の紹介を行う。
合わせて基本的な書誌用語を紹介し、なお現物を一緒に実見することで、【講義２】
以降で展開される「各論」の導入的役割を果たすものである。
デジタル化全盛の現代とは異なって、〈古典〉の場合、世界は書物の中にのみ存在
するのであり、翻って〈いま〉をより豊かにいっそう知的に生きてゆくためには、〈古
典〉を存分に享受することが望ましい。『解体新書』や『塵劫記』を挙げるまでもな
く、〈古典〉はいわゆる文学だけでなく、既存の学問のあらゆる領域に存在している。
その事実を重く受け止め、役に立つかどうかという貧弱なモノサシに頼らない、生
のチカラを古典籍から感じ取って欲しい。
いまを生きる〈現代人〉のひとりとして、私もまた皆さんとともに、〈古典の楽し
み〉をカラダごと味わいたいと願っている。
二、古典籍の定義
「古典籍」と似たコトバとして「和本」「和書」「和古書」「国書」「典籍」などが
ある。それらの語の意味を『日本国語大辞典』（第二版）（小学館）で確認した上で、
『日本古典籍書誌学辞典』（岩波書店、1999）に基づいて「古典籍」なる術語の意味
を理解する。
三、書誌学とは何か
書誌学を「書物を対象とした文化史的な研究」と規定する。
その上で、（書物の内容による分類ではなくて）「書物それ自体の生成過程による
分類」に従って、「写本」と「刊本」に大別する。
- 2 -
四、写本と刊本
写本と刊本それぞれの特徴を、図示された展開図をもとに理解する。
五、棒目録と解題目録―理想の目録を目指す―
「棒目録」と「解題目録」、それぞれの長所と短所を確認した上で、理想の目録の
あり方を考える。
六、書誌記述の方法
「書誌事項」と「解題事項」から成る、書誌記述の方法を学ぶ。
七、工具書（主要参考文献）
後掲ハンドアウト参照。
付）書誌用語概説
基本的な書誌用語を紹介する。記述にあたっては、適宜『日本古典籍書誌学辞典』
（前掲）や『和書のさまざま』（国文学研究資料館通常展示リーフレット、2018）な
どを参照した。
◆奥書（おくがき）
書物の最後に記された、その書物の成立事情等を書き留めた文章。「本奥書」（ほ
んおくがき）と「書写奥書」（しょしゃおくがき）などがある。
◆識語（しきご）
書物の成立事情等に関わらない、後人による文章。「奥書」とは異なり、書物のど
こにでも記される。
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◆刊記（かんき）
刊本の、多くは巻末に付された刊行年月と書肆（多くは住所を併記）を表記した
しよ し
もの。
◆奥付（おくづけ）
刊本の刊記部分を、後ろ表紙の見返しに刻したもの。江戸後期に多い。
◆蔵書印（ぞうしょいん）
所蔵者が、その所有を示すために押捺した印記のこと。
◆絵入本（えいりぼん）
絵を伴った写本と刊本の総称。文を主体としたものに対して使用し、絵を主体と
した「絵本」とは区別して用いる。
◆装訂（そうてい）
書物の仕立て方や製本の仕方のこと。「装幀」は誤用、「装釘」は宛て字で、「装訂」
を使うべきだとする長澤規矩也説に従う。
き く や
◆料紙（りょうし）
書物の本体部分に用いられた紙のこと。
◆表紙（ひょうし）
書物の本文を保護するために、その外側に付されたもの。
〈以 上〉




